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近年、わが国において、若者による大麻等薬物の所持・使用・売買等の事件が頻

発し、大きな社会問題となっています。とりわけ、大学生の大麻事件による逮捕者が

急増しており、薬物が社会全体を侵食し、国公私立の別なく大学のキャンパス内にも

広がりつつあります。 

私たち関西四大学学長は、こうした事態に対し深い憂慮と強い危機感を共有して

います。健康で充実したキャンパスライフを学生に保障するとともに、安心・安全な社

会を実現することが大学として果たすべき責務と考えるからです。 

私たちは、学生の規範意識を醸成するとともに、薬物乱用を防止するため、学生・

教職員および社会に対して、恒常的・継続的かつ組織的な啓発活動を行っていく必

要があると痛感しています。 

今回、近隣諸大学とも連携し、また学外の関係諸機関の協力も仰ぎ、関西四大学

の共同のアクションプランを推進します。薬物に関する学生の意識調査を実施し、一

連の啓発プログラムを実行します。また、広く社会に向けて薬物乱用防止のための諸

活動を展開します。 

関西四大学は、理性と勇気を持ち、健全な判断力と行動力をもった人材を育成す

る必要性を改めて認識し、薬物乱用防止に向けて力をあわせ、今後とも積極的な取

り組みを行うことをここに宣言します。 

 

以上 


